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W51a 「すざく」衛星搭載の硬X線検出器 HXD 主検出部の現状
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2005年 7月に打ち上げられたX線天文衛星「すざく」は、観測機器を立ち上げ、８月より初期観測を進めてい
る。「すざく」搭載の硬 X線検出器 (HXD-II)は、10-700 keVという広い観測帯域と、徹底したバックグラウン
ド除去を特徴とする。軌道上のデータからは、特に 10-300 keVの帯域において、これまでの衛星と比較して最も
低いバックグラウンドレベルを達成するなど、優れた性能を持つことが実証された。
低バックグラウンドに加えて、HXDのもう一つの特徴は、100 keV以下での視野を 30分角 (FWHM)にしぼっ
ていることである。ステラジアン単位では、BeppoSAX/PDSなどと比べて、視野は一桁も狭い。これにより、高
精度の硬X線スペクトルを、周辺からの放射に邪魔されることなく取得可能であり、また、1度角程度の広がり
のある天体であれば、硬X線の空間分布をも得ることが出来る。
「すざく」HXDは既に５０を越える天体を観測している。本講演では、初期観測で明らかになったHXDの基
本性能と、得られた代表的な観測結果を総括すると同時に、HXDがどのような観測を得意とするのかを議論した
い。なお、バックグラウンド（深沢ら）、シリコン PIN検出器の検出器応答（岸下ら）、および光電子増倍管の軌
道上特性（遠藤ら）については、別途その詳細を講演する予定である。


